
平成２１年度学校評価表（評価項目・評価の観点） 学校番号 75

最終評価 長野県梓川高等学校

＊「評価項目」の数字は、重点目標の項目番号。
評点

領域 対象 評 価 の 観 点 最終評価（成果と課題） 評点
生徒の要望や進路状況に応じたカ
リキュラムの研究・検討を行い、
コース制の改善を図っているか。

コース制については見直しを含め
た議論を行い、ビジョン委員会に検
討をゆだねた。教育課程について
は、選択科目の名称変更・選択講
座の帯の変更などを行い、来年度
の教育課程の決定を見た。

４

学習指導要領改訂を見通した教育
課程の研究・検討を行っているか

新学習指導要領に基づく教育課
程の作成に着手した。 3

基礎基本の定着と
個の興味関心に
応じた指導

授業担当者は、基礎・基本の定着
に向けた授業改善に取り組んでい
るか。

講座別授業では、個別指導がしや
すく効果を上げているが、クラス別
一斉授業では、個々の指導にまで
手が回らない状況もある。

4

習熟度別授業と個
別指導の充実

授業担当者は、生徒の要望や理
解度を把握し、習熟度別授業、個
別指導の充実を図っているか。

少人数授業や講座別授業では、生
徒のニーズに沿った個別の指導が
比較的効果を上げている。 4

学習目標の明確
化

明確な学習目標を設定し、年間を
見通した計画の中で、１時間ごとの
授業への取り組みを指導している
か。

わかりやすいシラバスの作成に努
めるとともに、学習に取り組む姿勢
に注意を喚起し、チャイムスタート
等で授業マナーの改善に努めた

3

授業評価による授
業改善

授業アンケート、定期考査等を通
じ、生徒の理解、関心の度合いを
図りながら授業改善に努めている
か。

定期考査等の結果を踏まえて、教
科ごと授業担当者ごとに生徒の理
解度や定着度を把握しつつ、向上
に努めている。

3

３年間を見通した
計画的な進路指
導

学年ごとの具体的指導目標を設定
し、生徒一人一人の進路相談の充
実を図っているか。

１年にジョブカードの普及を兼ね進
路学習に取組むも、興味関心に合
致しない面があった。２、３年生は
例年通りの取組みができた。

4

多様な進路希望
の実現と職業理解
の促進

キャリアガイダンスや職場体験をと
おしての職業理解の促進を図って
いるか。

学年と共に例年通り行っているが、
経済雇用状況の悪化で、不本意な
がら進路変更せざるを得ない生徒
も出ている。

3

基本的な生活習
慣の確立

全職員が一致して生徒の指導に当
たり、集団生活のマナー遵守や
ルールの理解を指導しているか。

授業態度改善の取組み、全職員の
当番制による昼休みの校外巡視を
行うも、問題行動は減らない

3

生徒相談体制の
充実

生徒相談体制を充実させ、多様な
悩みを持つ生徒の支援を図ってい
るか。

担任と連絡を密にしながら、生徒支
援に努めている。学年も生徒とのコ
ミュニケーションを大事にしている

4

メディアリテラシー
の習得

携帯電話やIT利用の、ルールやマ
ナーの指導を図っているか。

ホームルームを通して注意喚起。
また、教科情報でも取り組んでいる
が、一部にマナー違反が見られ
る。

3

生
徒
会

ク
ラ
ブ

(５) 自主的、主体的に
行動する生徒の育
成

生徒の自主活動に適切な助言と指
導を行い、規範意識・責任感・自治
能力を育てているか。

生徒会執行部は文化祭を通じ自
主活動の力を付けるが、一方でクラ
ブ活動を続けられない生徒が増
加。

3

(1) 学校評価活動の
充実

学校評価活動を通して、教育活動
の向上・改善を図っているか。

・各行事ごとに反省のアンケートを
とり、次年度への課題を明確にする
ように努めている。 4

(２) 情報提供 ＨＰ等を通じ、本校の教育活動に
関する情報や資料の公開・提供を
しているか。

・ＨＰは内容の充実と迅速な情報
公開に努めている。地域高校とし
て地域との情報交換に努めたい。

5

(３) 意見交換と反映 地域の声を聴き、教育活動に反映
しているか。

・本年度も地域モニターを委嘱し
た。（８月）その声を本校教育活動
に反映していきたい。

3

(４) 教育力の活用 地域の教育力の活用を推進し、生
徒の学習意欲を引き出している
か。

手話講師の活用、読み聞かせ、バ
ルーンアート等総合的な学習の時
間で、社会人講師活用が計画通り
なされた。進路体験講話も同様。

4

(５) 授業・学習指導法
の改善

授業・学習指導法の改善を図るた
めの、研修会及び公開授業・研究
授業等がなされているか。

・公開授業（校外向け、職員向け）
を実施した。（６月）（１１月）
・本校卒業大学生の教育実習（６
月、数学）があり、本校職員も良い
研修になった。

4

(６) 人権意識の高揚・
生徒の理解

職員の人権意識の向上が図られて
いるか。多様化な悩みを抱える生
徒の理解や支援に結びついている
か。

・全校一斉の人権学習は一定の成
果があったが、日常の中で生徒の
人権を守る意識はまだ低い
・「発達障害等の問題を抱えた生
徒への対応・支援」についての研
修会を行った。（９月）

4

問題行動の処理に追われる現状である
が、事案発生を未然に防ぐよう、クラブ
や清掃等それぞれの場面で指導する。

・映像資料も利用しながら、情報機器の
安易な使用に伴うトラブルや危険につい
て啓発する。

・生徒会執行部のスムーズな引継ぎが
できるよう指導し、活動が停滞しないよう
にする。また、クラブ加入率の増加を図
る。

・職員間の連絡を密にし、養護教諭等と
連携を図りながら、体制を整える。
・メンタル面でのサポートが必要。

学
　
校
　
運
　
営

組
織
運
営

・教育懇談会、学校評議員連絡会、学
校評議員個別聴取、および生徒アン
ケート等により、広く意見を聴き学校評
価活動の充実を図る。

・ＨＰのさらなる充実と、紙媒体を利用し
た情報発信にも努める。
・職員全体の意識向上が必要。

地
域
連
携

・教育懇談会等の意見を今後の教育活
動に活かす。
・ＰＴＡ活動の活発化。

・合併により松本市の高校になるが、今
までの地域とのつながりを断ち切ること
なく地域と相互に協力できる体制を継続
したい。

校
内
研
修

・本校職員同士が互いの授業を参観す
ることで、学習指導法の改善に努めてい
きたい。また、更なる取り組みが必要で
ある。

・人権通信の発行や総合の時間と連携
して啓発していく。
・可能な限り職員研修の機会を増やし、
具体的な事例に沿った内容の研修を
行っていきたい。
・発達障害への理解度は深まっている。

５:　十分　　４: ほぼ十分　３: どちらともいえない
２: やや不十分　　１: 不十分

評　価　項　目 具体的な改善策・向上策

進
路
指
導

(３) ・１年に対する進路学習の体系化の研
究が必要である。
・就職難の時代であり、1年次から学習
への意識付けが大切になる。

３年の就職希望者に対しては、よりきめ
の細かい指導が必要である。
・進路選択の幅を拡げる指導の工夫が
必要となっている。

生
徒
指
導

(４)

・進路状況の変化に応じ、新しいコース
も視野に入れたコース制の充実を図る
策を検討の必要がある。
・生徒の希望・実態に合う科目設定を検
討することとともに、より高い意識で選択
させる指導が必要。

・新課程について、さらに研究・検討を
深める。

学
　
習
　
指
　
導

(２) ・授業マナーの改善を促しながら、一斉
指導と個別指導のバランスを図り、繰り
返し基礎の定着に取り組んでいく。
・生徒の理解度を常に意識する。

授業に参加すればよいと思っているだ
けの生徒に対して、意欲を高める指導を
行いたい。また、授業だけではなく、補
習や個別の課題等も取り入れていく。

・授業中やＨＲ掲示などを使っての授業
マナーの改善の呼びかけを今後も繰り
返し実施して、意識の向上を図る。
・教材の工夫も必要である。

・授業アンケートを２学期後半に行った
が、生徒の授業に対する意識や関心の
度合いを把握し、改善向上に努めるに
はやや遅かった。来年度に生かしたい。

　
教
　
　
育
　
　
活
　
　
動

教
育
課
程

(1) 教育課程研究と
コース制の充実


